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I)パブロフ ｢条件反射学｣ (林 寂 訳 )
新潮社 1950











































































































































































































































































































監訳) プレー ン出版 1974｡
9)レイノルズ ｢オペラント心理学入門｣(浅野
訳) サイエンス社 1975｡
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いった祝光的な刺激がかなり独力な強化刺激にな
ろことも明らかになっている｡チンパンジーあた
りになると.強化刺激は多様であり,最近の人工
甘言u7;訓練の研死で相lBされている印象(とくに,
チンパンジーからの要求反応の対象)などは,お
そらく氷山の一角であろう｡
これまでのところでは,反応すれば必ず払化さ
れる切両を想定して話をすすめていたが,反応の
出現のたびに毎回強化しなくてもときどき強化す
るだけでも十分に反応自発が維持されることが分
っており,しかも,強化のしかた(強化スケジュ
ール)と反応率の局所的な変化パタンには種を超
えた一定の規則的な関係が見出されていろ｡たと
えば,ニホンザルで100回レバーを押す毎に大豆
が1粒与えられるという強化スケジュールを訓練
すると,大豆が出たらそれを食べ,しばらく休ん
だのち,-矧こ休みなく100回押すというパタン
になるが,これはハトでもネズミでもヒトでも同
じパタンになる(もちろん,強化刺激と反応様式
は異る)0
オペラントの刺激による統制
このようにして自発傾向が謁められ維持される
ようになったオペラント反応の自発は,強化され
た時に存在した刺激の支配を受けるようになる｡
たとえば,Flランプが点いている時の反応だけを
強化すると,はじめはランプに関係なく反応して
いるが,次第に胃ランプ消灯時の反応率は低下し
て,斑終的には全く反応しなくなる｡このITfラン
プは,個休がいつ反応したらよいかを指示する刺
激となったわけで,弁別刺激と呼ばれる｡弁別刺
激が形成されると,その刺激を提示すれば反応す
るし,刺激を取り去れば反応を停止するといった
具合に,オペラント自発が先行刺激によって統制
支配されるようになる｡この弁別刺激形成の研究
は古くから弁別学習のPq詔として研究されてきた
ものであり,オペラント条件づけでは｢刺激統市rU
の研究ともいう｡
行動分析
オペラント行動を完全に記載LJ:うとすれば,
どのような物理的･身体的特徴を持った反応が,
どのような強化刺激と強化スケジュー ルで維持さ
れ,反応自発のきっかけを与えている弁別刺激は
一体なにかという,三項目が明らかにきれなけれ
ばならない｡しかし,ある行動がオペラントかレ
スポンデントを見分ける必要がある時には,反応
の出現が結果によって変化するが否かがキーポイ
ントである｡言い換えれば,ある行動が特定の目
的を意図してなされたものか否かを知ろ唯一の手
段は,目的と想定された結果が起らなくなったら
行動が変るということを確認することである｡た
とえば,ミツバチの収怪ダンスによるコミュニケ
ーションの場合,収位ダンスは,仲間に蜜のあり
かを知らせるオペラントなのか,それとも生得的
に仕組れT:レスポンデントで紙料 こは依存しない
のか,また,受け手側のミツバチたちの方もその
ダンスによってレスポンデントが聯発され反射的
に指定された切所に行くのか,それとも,ダンス
で示された11度がオペラント行動の弁別刺激とな
って示された場所にたどり前くのかといった.我
々,動物の学習行動に関心を1.'jつものにとっても
っとも知りたいデータが欠如しているように恩わ
れる｡ItJたがって,チンパンジーの人工言語によ
るコミュニケーシラン切両のように発13も受信も
オペラント行動といった切合との比収が困難であ
る｡ミツバチの場合,もし両方ともオペラントで
あれば,受け=7-･である仲Wのミツバチが飛んでい
ってもそこには蟹がないという場面を作って,罪
信抑 こ実験的に嘘をつかせるようにすれば,少な
くとも受け手のオペラントは消去するであろう｡
さらにヲ引言もオペラントであったら,受け手に餌
祝されれば強化されないから消去するであろう｡
あるいは全部がレスポンデントかもしれないし,
両方とも全く別の強化刺激で支えられたオペラン
トかも知れない｡とにかく,このような観点から
の分析があまりなされていないのが放念である｡
行動生物学の進展にともない,糊々多くの種で
校雑な行動,とくに高度なコミュニケーション行
動の研死が盛んになるであろうが,なぜそのよう
なコミュニケーシ5ンをするのか,あるいは,ど
うしてそのチャネルが成立したのかといった分析
が必要となり,常に学習が関与する可能性がある
ので,レスポンデント,オペラントの両条件づけ
の観点からの行動分析が不可欠になるであろう｡
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